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 皆さんはわからないでしょうねえ。この方がとんでもなく偉大な方だということを。 

 

 吉田中が誇る、新潟県が誇る大先輩。箱根駅伝走者、オリンピックマラソン出場、毎日

マラソン優勝５回はじめ数々の功績、マラソン最高記録はなんと２時間 10分 37秒８!!引

退後は東海大学名誉教授、現在は燕市 PR大使として、現在もご活躍です。 

 先月 31日に 81歳の誕生日を迎えられた宇佐美先輩。お顔を拝見すると昔の写真で見た

面影が残っていました。目の前におられる方が、まさにあの、宇佐美彰朗選手だ。 

 

 宇佐美先輩は久々の母校訪問に、お気持ちも高ぶっておられた様子。壇上に上がられた

途端、いきいきと生い立ちから箱根駅伝出場までのエピソードを話し始められました。そ

してどんどん気持ちが乗って、予定時間を越えるお話となりました。 

 お話の後、宇佐美先輩は 1969年（私はまだ３歳!!）第

４回ソウル国際マラソンで優勝したときのカップを贈呈

してくださいました。こんな重くて、でっかいカップを 50

年以上も前、飛行機で運んできたことになります。なんと

いうスケールの大きさでしょう。 

 

 お話は、皆さんにとってはちょっと退屈だったかもしれません。でも私は、仮に自分の

父親が、母校に呼ばれて話を始めたら、きっとこんなふうに懐かしさがこみ上げてきて、

ついつい楽しくなって、後輩たちにいろんな話をしてしまうのだろうな、と思いながら、

ほのぼのと聴かせていただきました。それぐらい後輩というものは可愛いものなのですよ。

そして母校への思いというのも、今の君たちには、まだわからないでしょうねえ…。年取

ってくるとわかるのです。母校のありがたさが年々しみじみと増していくものなのですよ。 

 

 そして贈呈式を終えた宇佐美先輩は、とてもいい笑顔で

吉田中を後にされました。私にはとても満足されたお顔に

見えました。温かくタッチで送ってくれた皆さん、きっと

宇佐美先輩、あれ、相当嬉しかったと思いますよ。 

 先輩、久々の母校はどうでしたか？かわいい後輩たちで

しょう。 

 宇佐美先輩が贈ってくださったカップを見ながら、さら

にモチベーションを上げて、きっと将来、先輩に負けない活躍をする後輩たちが出てくる

ことでしょう。 

 ご訪問、本当にありがとうございました。まだまだお元気でご活躍ください。  

         （２年前に掲載したものです。宇佐美先輩、安らかにお眠りください） 


